
無理なく、長く、着実に
地域に根差す、見守りのネットワークを

～認知症の人の見守り・声かけ・捜索訓練、体験会を通して～

社会福祉法人桜井の里福祉会 燕市分水地区地域包括支援センター
燕市認知症総合支援事業 燕市認知症地域支援推進員 力石雅博
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すいしんいんセッション オンラインでつながろう！ 学びあおう！

2020年度 研修 事例報告

2021年1月 第4回すいしんいんセッション
認知症介護研究・研修東京センター



燕市の状況
Ｒ２年１１月末現在

人口 ７８，７１９人

世帯数 ３０，０９３世帯

面積 １１０．９６㎢

６５歳以上人口 ２４，４１７人

高齢化率 ３０．０２％

日常生活圏域 ４圏域

地域包括支援センター数（すべて社会福祉法人への委託） ４か所

推進員の配置（専任：Ｈ26年４月社会福祉法人への委託）
Ｈ28年１月から燕市役所に出向

１人



①支援ネットワークの構築

②地域ケア会議への参加

③認知症カフェの開催

④研修会･事例検討会の開催

⑤専門性を活かした個別支援

⑥「認知症の人と介護者のつどい」の開催

⑦認知症の人の見守り・声がけ・捜索訓練の実施

・はいかいシルバーＳＯＳネットワークと協働して、燕市内３地区での見守り・

声がけ捜索訓練を実施する。

地域支援体制の整備

活動初年度に立てた計画（抜粋）



初年度 認知症の人の見守り・声がけ・捜索訓練の開催に向けて

◎第１回市民セミナー 講師：福岡県 大牟田市役所 池田武俊氏

○ 認知症になっても安心して暮らせるまちづくり

○ 若年性認知症の人の交通死亡事故

○ 支援の振り返り、今必要な支援は何か？

◍ あらためて地域の実情を知る ⇒ 今年は無理(ﾟДﾟ)ﾉ

◍ 包括として、推進員として、個人としても関わりのある人

☆ 認知症についての理解があるまちへ

☆ 地域全体で見守りの出来るまちへ

今、できることは？



第11回徘徊SOSネットワーク模擬訓練（白川小学校区） 2015.9.21



1.住民主体での開催（所属包括と関係性を築けていた、まちづくり協議会の主催）

2.協議会内の『子ども見守りボランティア』を主対象

3.事前説明を兼ねたサポーター養成講座と、会場周辺で1時間程度の声かけ訓練、２日間での開催

4.『探す』よりも 『 予防 ＝ 声かけ 』

5.次の開催に繋がる仕掛け

◎2日間の述べ参加者数 １１２人

＊協議会役員10人 子ども見守りボランティア：１８人 一般参加者：42人

＊関係機関・施設職員など42人(全包括+広域で活動できるCM、キャラバンメイト、サポーター等)

＊警察の参加なし 消防は見学のみ

＊広報 新聞報道＝２社 TV＝１社（NHK関甲信越） 燕市長のブログ

認知症見守りサポーター講座を無理なく開催

初年度 認知症の人の見守り・声がけ・捜索訓練の開催に向けて



～６年目 見守り・声かけ訓練の定着・拡大

1.包括中心での開催

・毎年市内３地区での開催、6年間で延べ1,300人超

・『 訓練 』 から 『 体験 』 へ、地域の状況に応じた開催

2.実際に有った出来事を伝える

・訓練直後、道に迷っていた認知症の人に市民が気付き、自宅へ送る

・「訓練で学んだ知識があれば、救えた命があった」

3.燕市高齢者等見守り事業の開始

・おかえりつばめ～ルの配信と事前登録制度開始 ＊モニタリングも開始

4.隣接市村との共同訓練 ⇒ 情報伝達経路の確認
・県高齢福祉保健課、県警（本部 所轄署）、JR、自治体、推進員
・他自治体との連携 対象となる家族へのフォロー 緊急時の運用







令和２年の訓練、体験会は・・・
• 新型コロナウィルス感染予防のため、軒並み中止･･･

• でも市内１か所のみ、形を変えての開催となりました

日 時 11月20日（金） 午前9時30分～11時20分 途中休憩20分

場 所 燕市立分水小学校 体育館内

対 象 小学6年生70名

内 容 認知症サポーター若竹の子 ～認知症について学ぼう～

主 催 分水小学校区まちづくり協議会

協 力 特別養護老人ホーム分水の里

燕市分水地区地域包括支援センター(＋認知症地域支援推進員)



１.住民主体での開催（所属包括と関係性を築けていた、まちづくり協議会の主催）

２.協議会内の『子ども見守りボランティア』を主対象

３.『探す』よりも 『 予防 ＝ 声かけ 』

４.次の開催に繋がる仕掛け

認知症見守りサポーター講座を無理なく開催

初年度 認知症の人の見守り・声がけ・捜索訓練の開催に向けて（再掲）

住民スタッフ ：１０人 （学校との折衝、連絡調整）

外部スタッフ ： ８人 （当日のみ６人）

参 加 者 ：燕市立分水小学校 ６年生７０人 +教員４人



広域での連携

まずは情報伝達から

声かけ・見守り

捜索・通報・保護
声かけ・見守り

捜索

一つのできごと

ある地区の
取り組み

声かけ・見守り

連携の強化協力者の育成

認知症サポーター

メイト・包括・社協

介護事業所職員など

広域での連携

『個から地域全体』への進展状況～模擬訓練を通じて～

子ども見守り

ボランティア
警察・消防・見学者・児童生徒・老人クラブ・企業・ロータリークラブ等

住みやすい燕市 住みやすい県央お互いさまの隣近所

★主役は住民、陰の主役は包括★彡

行政はみんなが活躍できる舞台を作る



最後に・・・

◎連携・協力体制の構築

①推進員が一人で出来ることは殆どない、困ったら声を上げる

②身近なこと、自分ごととして考えらえる事柄の提示、共感・共有

③意識して構築したネットワークと構築されたネットワークの活用

④引き、寄りを効果的に

⑤話易い雰囲気、何気ない会話

⑥「受け身」の有効性

⑦予定や連絡先をオープンに



燕市健康福祉部 長寿福祉課 内

燕市認知症地域支援推進員 力石雅博

TEL 0256-92-1111（代表）

E-mail:nintisyou_tsubame2016@yahoo.co.jp

0256-77-8138FAX

facebook
力石雅博

燕市認知症地域支援推進員の活動について情報が欲しい方は

こちらからご連絡どうぞ！


